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第１回晴海地区新設小学校中学校建設準備協議会 議事録 

 

 

開催日時

場　　所

氏名 出欠
月島第三小学校校長 小野内　雄三 ○
月島第三小学校副校長 二ノ宮　正信 ○
月島第三小学校ＰＴＡ会長 篠原　知存 欠
晴海中学校校長 小谷　周一 ○
晴海中学校副校長 山﨑　雄功 ○
晴海中学校ＰＴＡ会長 山口　啓朗 ○
勝どき・豊海連合町会長、豊海町会長 宮森　孝一 ○
勝どき西町会長 山内　栄一郎 ○
都営勝どき五丁目アパート自治会長 脇屋　裕治 欠
シャンボール第２築地自治会長 斎藤　五郎 欠
都営勝どき六丁目アパート自治会長 成田　　高 ○
THE TOKYO TOWERS自治会長 髙﨑　泰典 ○

晴海連合町会長、晴海スカイリンクタ
ワー自治会長

滝浪　　誠 ○

晴海町会長 三次　二郎 ○
晴海４丁目住宅自治会長 中村　範子 ○
区立晴海住宅自治会長 太田　忠雄 欠
鰹節センター自治会長 川瀬　賀雄 欠
ザ・晴海レジデンス自治会長 細木　文子 ○
晴海テラス自治会長 中山　勝利 欠
晴海連合町会事務局長 風間　慎輔 ○
晴海連合町会事務局次長 髙澤　邦雄 ○
晴海地区青少年対策地区委員会会長 真野　幸男 ○
晴海地区青少年委員 渡部　志乃 ○
次長 浅沼　孝一郎 ○
庶務課長 伊藤　孝志 ○
学務課長 森下　康浩 ○
学校施設課長 星野　一晃 ○
指導室長 吉野　達雄 ○
副参事（教育政策・特命担当） 清水　　明 欠

企画部副参事（都心再生・計画担当） 松永　武志 ○

企画部オリンピック・パラリンピック
調整担当課長

早川　秀樹 ○

都市整備部副参事（都市計画事業・特
命担当）

栗村　一彰 ○

都市整備部営繕課長 芳賀　　誠 ○

総務部防災課長 早川　紀行 欠

区民部スポーツ課長 小林　寛久 欠

傍聴者

委　　員

平成２９年７月６日（木）　18:00～19:00

晴海中学校　２階会議室

所属

関係部局

学校関係者

連合町会・町会、
自治団体等

教育委員会事務局

区長部局
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協議会の経過等 

１ 建設準備協議会の発足 

   教育委員会事務局学校施設課長が説明及び会長の選出 

２ 協議会等のスケジュール 

   資料に基づき教育委員会事務局学校施設課長が説明 

３ 晴海地区の今後の開発状況、オリンピック・パラリンピックについて報告 

   都市整備部副参事（都市計画事業・特命担当）及び企画部オリンピック・パラリンピック調整担当課長か 

  ら報告 

４ 建設についての意見交換・質疑 

 

協議会での主な要望、意見 

○(委員) コンセプトやイメージがあるのでしたら伺いたいです。 

→(事務局)次回の協議会で案を提案させていただき、皆様から意見を頂戴し、修正しながら皆様が納得いくもの 

    を作れればと考えています。 

 

○(委員) オリンピック・パラリンピックの選手村は大会後に解体はしないで賃貸住宅等になるのですか。 

→(事務局)建物自体は解体せず、中を改修し住宅として活用するよう東京都は考えています。 

 

○(委員) 小学校で３０クラス、中学校で１５クラスの規模を想定しているとのことですが、その規模で大丈夫 

    なのですか。 

→(事務局)学校運営の面で３０クラス以上の学校運営は難しいと考えております。今後の開発される住宅への入 

    居状況や人口推計等を参考に必要な対応を図っていくこととなります。 

 

○(委員) 選手村は１４階から１８階建てとありますが、宿泊施設として選手はどの様に使用するのですか。 

→(事務局)選手村はもっとも高くて１８階建てとなっており、１階から１４階までを選手の宿泊施設として使用 

    すると聞いています。 

 

○(委員) 新設校の計画地は建物に囲まれる場所になりますが、子ども達のためできるだけ日光が当たるような 

    計画をしっかりと行ってください。 

→(事務局)ご意見がありましたとおり、建物に囲まれた場所になりますので、日陰の状況を考えながら、なるべ 

    く日が当たるような設計にしていきたいと思います。 

 

○(委員) 小学校、中学校の学区域は決まっているのですか。 

→(事務局)小学校は晴海の三、四、五丁目、中学校は晴海の三、四、五丁目、豊海町、勝どきの五、六丁目を予 

    定しているところです。 

 

○(委員) 区が作りたいと考えている学校のイメージ、デザインを出していただきたい。それを基に協議してい 

    くようにしてもらいたい。 

→(事務局)次回の協議会では具体的なイメージ等をお示しできるようにしたいと考えております。 

 

○(委員) 子ども達が増える対応だけでなく、将来、子ども達が少なくなった時に備えた施設の利用についても 

    しっかりとした計画を考えておく必要があると思います。 

 

○(委員) 計画している学校の規模が分からないのですが、広い校庭になるといいと考えます。又、晴海は風 

    が強いので、そうした部分への配慮をお願いします。 

→(事務局)佃島小学校・佃中学校の広さが１．４ヘクタールで新設校は１．６ヘクタールとなりますので佃の学 

    校より少し広いというイメージをしていただくと分かりやすいかと思います。 

     風についてもしっかりと考えていきます。 
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○(委員) 東京の真ん中で夢を描いたような小学校、中学校になっていただきたいと思います。 

 

○(委員) 小学校、中学校が地域コミュニティと連携していければいいと思います。 

 

○(委員) 芝を中心に緑化という観点も入れて考えていただければと思います。 

 

○(委員) バリアフリー化への対応も進化させていって欲しいです。 

→(事務局)条例等に基づいて学校として対応しなければならないバリアフリー化はもちろんですが、施設として 

    使いやすいものにしていきたいと考えています。 

 

○(委員) 子供たちがまた行きたい、休みたくないと思える学校というのが大事だと思います。 

 

○(委員) 小学校と中学校を同じ建物にするのか、別々に建てるのかはこれから決めるのですか。 

→(事務局)建物自体は繋がっていて、連携できるものを想定しているところです。 

 

○(委員) 事件などが絶対起きないよう、安心安全という部分に最先端の知見を設計に盛り込んでいただいて子 

    ども達が安全に過ごせる学校にして欲しいです。 

 

 


